
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































i 日l正 3(1457) 1/29 横 |七 10 築地。
2 " 3/26 横 10 築地。
3 I :1'をTl'1 (1457) 12/14 五 • Wl1E院 4 端
4 長滋2(1458) 4/7 五 コ仏生会。
5 長禄4(14印)7/23 五 |大 大 ⑧ 
6 /ノ 10/20 五 コ l
71"llf 凶 五 座 ⑧ (不明])
8 " 12/18 五 !大 コ築地。
911'l正 2(1461) 12/8 |五 コ
10 |克正 3(1462) 2/! 五十 内山の木京上c
I ノr 4/26 ヨL
E岬日f叩上野。家柚へA 御1同干，しt 12 " 5/ 五・十 |大
13 " 7， |大
14 " 10/22 五 じ
15 " 11/28 i五十 |大
16 " 12/24 i五 |大 @ 
17 11'.正 4(1463) 1/10 [五 1- |大 @ 玩引!1守地
18 " 5/26 五十 じ |大 ⑧ 訴訟ト棋
19 11'.正 5(1464) 9/25 五 !大 ⑧ 将軍
20 " 12/26 五 i大 ⑧ 将軍へIU]i[o
21 1 1'ilE 6 (1465) 1/10 五十 i大 @ lト協
22 " 3/2 五 ⑧ い
23 " 7/3 五 |大
@日l ι ¥r.'/ 
24 " 10/18 !大 曜語 放事会卜部
25 " 10/20 Ii. @ 
26 " 12/5 五 !大 ⑧ <if.i酔迎え
27 1'L正 7(1466) 1/10 五卜 !大 ⑧ 滋}W上洛。
28 /ノ 1/28 五 。時絞越迎叩F相獄E1阿F。氏Ilt廿へ可附否進5。M 29 " 2/22 ヨl 大
30 文正 1(1466) 10 /21 五
31 " 12/7 
32 文正 2(1467) 1/4 
3 )c，i= 1 (1467) 3/13 Ii. |嘩 "1
34 " 3/19 五 |⑧ 東寺よ E 
35 " 5/3 五卜 10 大姉除。
36 応仁2(1468) 11/13 五 大 10 ち。
37 応仁3(1469) 4/22--26 Ii. 十 10 白日
38 文弱 2(1470) 7/27 一庁 イ 10 
39 " 9/5 五 大 {出 ~:;l'f 隠 ‘l'リ。
40 " 9/13 五 10 




Il f出Jl:i附]師 郷民 荘園
42 文明 2(1470) 12/31 ート 0 風呂。
43 文明J3 (1471) 3/4-12 五十 大 0 庭木綱引
4 " 3/15 五 七 0 浄土寺花見。
45 " 8/31 五一 0 主主穴』車!り。
46 " [!f，国/25 七 0 築地。
47 " 9/17 五 0 波物。
48 " 9/21 。庭木迎搬。
49 " 9/22 五 。御堂ほ修理。
50 " 「慈J11/11-20 五 0 松切。
51 文明 5(1473) 10/19 五 他松般等英語4下向。
52 " 10/27， 31 O(不明)
53 " 11/3 五 大耳 大 o lE山木紙切用伐係。
54 " 12/19， 20 五十 。維持E会。
5 文羽 6(1474) 1/15 五 他英語;隙 F向。
56 " 2/26 五 大 他高野山参請。
57 " 5/6 五・十 大使 大 0 大乗院山本普請人夫。
58 " 9/29 。 乗院長谷寺参官官。
59 " 10/2， 3 五イ (不明)ω " 10/14 0 古市へ附進。
61 文明 7(1475) 3/10， 1 0 石材運搬。
62 " 3/17 大 {山随身院英語2下向。
63 " 日/10 0 風日。
制 f〆 i!，IU 10/5 五イ 0 迎搬。
65 " r*ltJ 12/11-22 五 1- 。松明。
6 " i*11J 12/24， 29 五十 。借物返却。
67 " 12/30 五 0 主主物。
68 " 12/30 一卜 0 風目。
69 文明 8(1476) 5/13 0 若手時春日副参請。
70 " 6/3 。(不明)
71 文明 9(1477) 12/17 一卜 大 @ 禅問上洛。
72 文明)10(1478) 4/27 五十 大 @ 管領へ即m。
73 " 7/2 ⑧ 将軍等へ附進。
74 " 12/16 五 1- ⑧ 毛)l!事長谷寺参詣。
75 " 12/30 主主 。 替物。
76 文明1 (1479) 1/28 一卜 ⑧迎え。
77 " 2/6-21 五十 0 普請。
78 " 6/14 大 ⑧ 石左lIIil"J上洛。
79 " 7/12 五 @ 筒井へi前進。
80 " 1~19/21 五 @松殿上洛。
81 文明12(1480) 9/10 五 他愛千代丸和泉下向。
82 " 11/5， 6 五 大元 0 楯っき人夫。
83 文明14(1482) 5/7 0 築j也。






















文1YJ7 (l.1i5) 3/10 (.tl! 3人 10:問3。1Fl岳石部時i右五下，立部のも散た発め '1.il! 
" 3/11 f'/1! 2人 コ同上。 (~17 日か)
" 7/21 |三保 53見 川崎付信、計15人 不'J
" 9/1 4殴 l人 O沿治以問。
" 10/5 21iヶ翌}日Vrl人O入、 0船艇会道路)JJ目的如水;迎l録。
" 12/3 十段2人 0以目。
" 12/3 Ii.ヶ所3人 コ f干物.
" Jを陪<J
文明 8(1476) (1 -3月 r緒1JC;iel欠巻)
" 5/13 i飽 1人
。
" 6/3 1-)'1' 5人 ヱ(-辻-f梁院郷) O(築J ll! t:5~1lか)
" 6/4 。(11，) コ窮地修理。
(7--12}J r維)J~JL口火器)









。 11/1 七郷 他 l!るU。HAi 


















文rYllO(!47S)lJJ 1- 公;方k~ 御台~;山Wl高 条
" 2/24 若IU司 1人 @俳舜 1:的。
" 4/l2 胤荘 1人 8mb投上治、









法人機会大di 依rn~t、計 4 @ 官焔1遣;a
。


















。 7/10 kr!i 倉 "
_ 
IR身院方
" 8/22 m.延命以"U主計3人 @ 







" 11/5 大ヌじ衆興院守郷調: 0訪日，，)陪造的。
" [2/16 五十座ヶ所1人
1入、 l1IR 小火m荘、計2人 0劫掠長谷;'j参討し
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































f維n3l付fJ，己j 1'， 'i.: 工
jlUt!師の{制定 持 創
9 文I]J7 (1475) 3J:jWf:I・ llEJ 3)]101' o "l'I:li一人 l'随一人 総~，幼下総伎マr役o .t". 
刊誌袈坊行Ifi;世世) へP，r.石1ヲit型在機地。位のため元興 版部出
3月llU 0'1邸二人 服部坊へf;illij能。
10 文明1I (1品川 2 )J 3U~21!] 2 J3日 河)¥;(次悶mす。
(併前) 2)] 6日 。十Hfニ人 十t1~ニ人使役。戸iJ)JjüJ..: flll沼す。
2}j 8 El 。五ヶi芳一人 五ヶ i9r一人{史役。河)J;(次郎容
る。今日が五日!'lであり、下行。
2 J!3EJ 河!日次日1-=人容るe
2 J] 17日 0'1'，主ー人 l 庄日人使役目
2 }-)!8EJ o 'I'~巨人 1'，恋人使役。
2 Jj2日fl 。五'1所一人 五ヶji]f一人使役。
2JJ21EI o Ii.ヶ所二人 五ヶi9f二人使役。三郎君主る。
1 " 1'，'J9HI6 El~!O)j 211 ['，'j9}]IGn i!i1iにより !Ii1J院山の域i¥"rn問(四万院1iJ成世話) 針?。
1'，'.1 9 J17n 。五'rE!j-咽 !-tlf 奈良中人夫徴J1J.一党習にむ仰使




I~'J 9 J18日 協mg~~t lTJl1(人j、使役e
10)] 1 n o ]J: ヶ jfr. 十tl~ f一史党没。fi'を散発し、五ヶJ苛ー十日f
10月 2El 古"ゆ市t失と。筒井の乱闘勃発し活力院
12 文明17(]485) l!JllHI II)J 14日 @十r巨大工人 院?叫す大院 公納1;~ijÎI郷民使役。，
(/jit~~お石係修.JlJl) 工一入、ヒ)1:下行。
13 文1915(1486tF);白lJlI9n-2:1日 1I J]!昔日 Ojt1!lIili 同郡 大*院〈観郷栄子Y1)拠制$[I!;{'史
(仰地防策j也 ) 役邸。 J入M附聞信 紙楽幼下
院大工~サ。
11}]20日 e {jH問白1i詑，I'i"子百すか) I1'Fnとr.，]tXiIこ使役。
llJJ21 EJ 大工左近五郎容る。
1 !JJ22日 築地古来。
ieil(u11l 定i521(1f 487左)右1'の'jlJ 9 1: 1'tJ]1}j9H 0'1脱二人 7口典';lj'到;.所持の人夫[主役。十
門 領地時~i'i) 陛二人に下行。
同氏Cir.本iT131院皇(制14ヲ89係)行2前J)3R 





!]O 4 }:j26日 @可1"1方へ下行 三十八!，四百文下行。
6 HI2日 @ゆi究I正三郎次郎 一郎した次の郎で大大E夫とにし初て任無。事仁、l'終
了
7 Jj 12羽 @可¥1")
八 1 凹fl文、 扮と未を什完t分成i索の二。j'総T五百文
以下降行。iこ~I.I!"Jが 分を盆
策くこ
。五ヶ所 五ヶ所fJHちJ!:i文。
※戸Il!開iの使役の分矧 O→7iヶ所 !.H~の関与需人夫としての関与、@→矧むの織他をイ!とかした特定の戸附帥0)1則与
'*工ijf5で使役されているのは後に訴悶サる戸川剖りJT，U.:lolj一人物と考えられ。が、史料では「ゆI1ZJとしか記されず、
伎が戸市1師であるとは苛い切れない.
20 
十
位
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
職
能
集
岡
山
を
本
航
で
は
石
築
地
座
と
呼
ぶ
。
【
表
3
】
か
ら
、
人
夫
と
し
て
工
事
に
奉
仕
す
る
傍
ら
次
第
に
石
築
地
専
業
の
職
能
集
団
が
形
成
さ
れ
る
様
子
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
石
築
地
践
の
発
股
こ
そ
、
森
罰
竜
雄
が
独
立
し
た
久
A
旬
}
世
加
仲
耐
臨
や
陰
陽
師
集
団
を
例
に
指
摘
し
た
抑
制
践
集
団
内
部
の
専
業
化
ハ
ハ
有
化
、
即
ち
特
定
の
職
能
に
収
数
し
特
権
を
独
占
し
よ
う
と
す
る
動
き
の
、
新
た
に
加
え
る
べ
き
事
例
の
一
つ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
以
下
の
事
突
は
大
工
械
の
成
立
も
示
す
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
十
殴
声
倒
師
の
大
工
に
よ
る
正
月
参
賀
の
始
ま
り
で
あ
る
。
戸
間
師
柴
田
山
の
大
衆
院
へ
対
す
る
儀
礼
と
し
て
は
正
月
の
「
南
北
横
行
千
秋
万
歳
酒
肴
済
々
給
レ
之
」
、
即
ち
惣
座
の
千
秋
万
歳
と
そ
れ
に
対
す
る
報
酬
が
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
延
徳
二
年
(
一
一
間
九
O)
に
は
「
石
館
A
印〕
大
工
十
殴
物
見
沙
門
持
参
」
と
い
う
よ
う
に
石
築
地
授
の
大
工
が
正
月
参
加
凡
を
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
惣
鹿
戸
間
師
集
岡
山
と
は
別
に
、
石
築
地
耐
胞
が
大
工
織
を
通
じ
て
大
乗
院
と
新
た
な
関
係
を
築
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
明
究
息
の
一
一
一
郎
次
郊
が
大
工
臓
を
受
け
縦
い
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
声
聞
師
の
イ
エ
の
成
立
を
も
示
唆
す
る
と
と
も
に
、
批
波
大
工
制
の
確
立
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
戸
間
師
酬
が
大
工
職
を
所
有
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
石
築
地
肢
が
発
展
し
た
嬰
悶
は
、
由
戸
間
山
師
集
団
、
大
衆
院
、
そ
し
て
衆
中
の
一
一
一
者
の
動
向
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
声
防
御
集
邸
内
に
お
付
る
嬰
闘
は
、
惣
践
声
聞
師
柴
田
山
か
ら
の
分
化
の
動
き
で
あ
る
。
十
践
に
問
附
す
る
芦
防
仰
が
石
築
地
殴
へ
分
化
し
た
の
は
波
由
が
あ
ろ
う
。
十
座
の
居
住
地
は
芝
辻
子
を
中
心
と
す
る
が
、
石
材
の
調
途
地
で
あ
る
岩
井
川
流
域
に
近
く
、
そ
れ
故
そ
こ
に
居
住
す
る
庭
者
で
あ
る
河
原
者
と
の
競
合
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
大
乗
院
は
長
享
三
年
の
禅
定
院
束
中
総
亭
の
ヱ
本
等
、
石
築
地
修
造
事
梁
に
芦
間
師
の
職
能
を
必
要
と
し
た
。
そ
し
て
衆
中
は
応
仁
の
乱
後
、
戸
開
仰
の
陣
夫
と
し
て
の
動
員
、
特
に
築
城
県
寸
の
た
め
の
動
員
を
磁
ん
に
求
め
る
よ
う
(
臼
}
に
な
っ
て
い
る
。
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
五
ヶ
所
自
専
論
は
大
乗
抽
出
の
主
張
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
例
外
な
く
衆
中
を
相
手
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
今
ま
で
注
怒
が
向
け
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。
だ
が
五
ヶ
所
自
専
論
の
存
在
こ
そ
、
労
働
力
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
大
梁
院
と
、
戸
間
師
の
石
築
地
に
関
す
る
職
能
を
利
崩
し
よ
う
と
す
る
衆
中
の
対
立
の
表
現
に
他
な
ら
な
い
。
【
史
料
五
〕
で
衆
中
の
士
山
市
氏
が
公
事
足
で
な
い
戸
山
山
師
n
ヲ
ト
ナ
を
も
動
員
し
て
い
る
の
は
、
単
に
人
夫
と
し
て
で
は
な
く
特
別
な
職
能
を
期
待
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
戸
間
師
の
職
能
を
人
夫
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
は
大
衆
院
で
は
な
く
、
町
四
J
ろ
衆
(
悶
}
中
な
の
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、
石
築
地
附
出
発
展
の
嬰
閉
山
は
、
大
采
院
衆
中
の
石
築
地
造
作
の
職
能
へ
の
需
要
と
、
戸
間
師
柴
田
山
内
部
に
お
け
る
職
能
集
聞
の
自
立
で
あ
る
。
見
方
を
変
え
る
と
、
衆
中
の
伎
役
と
声
聞
師
柏
市
団
内
部
の
動
向
に
対
す
る
大
乗
院
の
対
応
が
石
築
地
座
の
公
認
と
大
工
臓
の
公
認
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
大
乗
続
は
十
防
団
内
に
分
化
し
た
戸
開
削
よ;乗院
石築地座の公認により対抗
特権H守
人夫役*i十
独点格付与
府|伐としてトィ}
巴ヨ
【陸 21声倒師築関内部の分化、衆中による使役と大乗院の対
応。
集
団
と
結
び
つ
き
を
強
め
、
こ
こ
に
人
夫
役
を
媒
介
と
し
な
い
大
衆
続
に
よ
る
新
た
な
戸
間
部
編
成
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
(
【
図
2
】
)
。
そ
し
て
こ
の
新
た
な
編
成
が
大
工
臓
を
通
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
芦
間
師
遠
の
そ
の
後
の
展
開
を
考
え
る
上
で
重
姿
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
大
工
職
の
成
立
は
職
人
が
寺
社
と
の
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
と
と
も
に
、
寺
社
を
領
主
と
し
て
の
地
位
か
ら
単
な
る
職
場
と
し
て
21 
の
地
位
に
転
洛
さ
せ
る
契
機
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
お
わ
り
に
j
今
後
の
課
題
本
稿
で
は
、
声
倒
郎
の
人
夫
役
に
関
す
る
従
来
の
見
解
を
改
め
、
大
乗
院
に
よ
る
人
夫
役
を
媒
介
と
し
た
声
聞
師
集
団
編
成
を
明
確
に
し
、
そ
の
上
で
職
抽
出
集
団
の
分
化
と
衆
中
の
台
頭
に
よ
り
戸
開
削
集
団
の
一
部
が
大
乗
院
所
属
の
座
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
権
問
の
側
の
動
向
が
非
人
集
悶
の
動
向
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
は
瞭
然
た
る
事
実
で
あ
る
と
一
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
大
乗
読
が
非
人
身
分
支
配
を
取
り
込
ん
で
成
り
立
っ
て
い
る
点
に
、
興
煽
寺
と
い
う
寺
社
権
門
の
特
質
を
見
出
す
事
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
次
に
注
目
す
べ
き
は
、
興
福
寺
権
門
を
解
体
に
導
く
衆
中
の
動
向
(
日
間
}
で
あ
り
、
非
人
身
分
を
編
成
し
た
寺
社
機
門
の
一
一
決
退
が
、
芦
間
的
迷
を
含
め
た
権
問
支
配
下
の
都
市
民
の
近
世
へ
向
け
た
展
開
に
ど
う
彩
馴
判
別
し
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
設
(
l
)
「
声
聞
郎
」
と
い
う
用
組
問
に
つ
い
て
は
、
史
料
上
「
唱
門
的
」
「
唱
問
問
」
等
と
も
表
記
さ
れ
る
が
、
先
行
研
究
の
表
記
に
従
っ
て
本
稿
で
は
「
戸
山
師
」
に
統
一
す
る
。
(
2
)
近
年
の
成
果
は
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
放
所
声
附
附
舞
々
の
研
究
』
(
岡
山
文
郎
出
版
、
一
一
O
O四
年
)
を
参
照
。
中
世
初
期
に
検
非
逃
使
牌
防
総
下
の
乞
食
が
院
御
所
や
寺
社
に
付
さ
れ
散
所
が
成
立
し
た
22 
が
、
散
所
に
組
織
さ
れ
た
笈
一
能
を
生
業
と
す
る
乞
食
が
戸
間
獅
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
戸
間
師
は
蔚
住
地
在
的
問
、
臨
時
淑
役
を
免
除
さ
れ
る
傍
ら
、
権
門
と
の
関
係
に
よ
る
職
能
(
キ
ヨ
メ
)
を
有
し
た
と
さ
れ
る
。
(
隠
お
山
本
尚
友
執
策
部
分
に
よ
る
。
)
(3)
以
下
吋
雑
事
記
』
と
略
。
典
拠
は
、
竹
内
理
一
ニ
編
『
別
補
統
史
料
大
成
大
乗
附
師
寺
社
雑
事
記
』
(
臨
川
市
町
応
、
一
九
じ
八
年
)
。
(4)
密
閉
貞
吉
「
大
和
に
於
け
る
悶
門
闘
の
研
究
」
(
『
著
作
集
』
十
、
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
。
初
出
一
九
一
一
O
年
)
(5)
森
末
義
務
「
中
世
寺
院
内
に
於
け
る
野
州
側
の
研
究
」
(
吋
日
本
宗
教
史
研
究
』
隆
諮
問
、
一
九
一
一
一
一
一
一
年
)
(6)
熱
田
公
「
中
世
大
和
の
戸
郎
師
に
閲
す
る
一
考
祭
」
(
部
落
問
題
研
究
館
一
一
一
綿
、
一
九
五
八
年
〉
〔
7
)
川
崎
将
生
「
中
枇
戸
山
師
の
一
考
祭
」
(
日
本
史
研
究
一
O
一
一
号
、
一
九
六
九
年
)
(
8
)
賂
郎
俊
雄
「
中
役
の
身
分
制
と
卑
賎
観
念
」
(
部
港
問
題
研
究
一
二
三
号
、
一
九
七
一
一
年
)
、
大
山
裕
平
「
中
世
の
身
分
制
と
悶
家
」
(
岩
波
講
殴
吋
日
本
歴
史
』
八
、
一
九
七
六
年
)
、
網
野
義
彦
『
日
本
中
佐
の
非
政
栄
民
と
夫
議
』
(
岩
波
泌
応
、
一
九
八
四
年
)
等
に
代
表
さ
れ
る
。
(
9
)
そ
の
制
矢
と
な
る
の
が
、
山
田
洋
子
「
中
枇
大
和
の
訓
人
に
つ
い
て
の
考
察
」
(
年
抑
制
中
役
史
研
究
開
問
号
、
一
九
七
九
年
)
で
あ
る
。
網
野
非
人
論
を
中
枇
奈
良
の
非
人
に
適
用
し
た
山
田
は
、
市
化
初
期
に
大
和
闘
の
訓
人
集
聞
が
奈
良
淑
非
人
絹
(
北
宿
〉
支
配
か
ら
分
化
し
、
五
ヶ
所
・
十
耐
出
，
仲
伯
者
そ
れ
ぞ
れ
が
権
門
と
結
び
つ
く
過
程
を
部
い
た
。
(
叩
)
尼
崎
安
啓
「
中
世
戸
間
師
の
石
築
地
に
つ
い
て
」
(
花
園
史
学
一
O
号、
一
九
八
九
年
)
、
「
中
位
戸
間
師
の
夫
役
と
身
分
」
(
吋
「
浮
淡
」
と
「
め
ぐ
り
」
』
ボ
l
ラ
文
化
研
究
所
、
一
九
九
一
年
)
(
H
H
)
尾
崎
安
啓
「
中
世
大
和
に
お
け
る
戸
開
削
「
一
一
一
線
」
と
「
移
住
」
を
め
ぐ
っ
て
L
Q
除
隊
道
議
性
』
二
、
名
省
出
版
、
一
九
九
三
年
)
。
(
ロ
)
森
田
泡
鮒
「
中
世
後
期
奈
良
の
戸
川
附
集
聞
に
関
す
る
一
考
察
ー
そ
の
問
削
迭
と
民
間
」
(
部
落
問
題
而
究
一
一
一
二
日
一
号
、
一
九
九
五
年
)
(
日
)
奈
良
県
立
同
和
附
間
関
係
史
料
セ
ン
タ
ー
編
吋
奈
良
の
被
差
別
民
衆
史
』
(
奈
良
県
教
育
委
員
会
、
一
一
O
O
一
年
)
(
は
)
吉
野
秩
二
「
非
人
身
分
成
立
の
隆
史
的
協
挺
」
(
ヒ
ス
ト
リ
ア
一
六
沼
号
、
一
九
九
九
年
)
(
日
)
一
一
一
枝
暁
子
「
中
散
後
期
の
身
分
制
論
」
(
中
世
後
期
研
究
会
編
『
室
町
戦
罰
則
を
読
み
植
す
』
印
U
I
X
悶
出
版
、
ニ
O
O七
年
)
。
一
一
一
枝
の
実
践
は
「
中
世
犬
抑
人
の
存
在
形
態
」
(
部
諮
問
題
研
究
二
ハ
ニ
号
、
一
一
O
O一一年)。
(
凶
〉
湖
、
大
和
国
司
護
権
を
揺
る
興
福
守
寺
内
で
は
興
福
寺
寺
門
(
学
侶
六
万
衆
中
)
e
大
乗
院
一
乗
院
と
い
っ
た
務
組
織
が
権
問
問
を
分
有
し
、
複
雑
さ
故
に
明
ら
か
で
な
い
点
も
多
い
が
、
適
笈
本
文
中
で
言
及
す
る
。
永
ぬ
福
太
郎
『
奈
良
文
化
の
仰
流
』
(
目
黒
訂
版
、
一
九
五
一
年
)
、
稲
築
仲
道
『
中
段
寺
院
の
権
力
構
造
陥
(
岩
波
お
脂
、
一
九
九
七
年
)
等
を
参
照
。
(
げ
)
尾
附
前
拘
註
(
山
山
)
、
一
九
九
一
年
。
脱
出
、
初
め
て
声
倒
師
と
土
木
工
事
の
関
わ
り
に
白
及
し
た
の
は
熱
田
公
(
前
的
註
(
6
乙
で
あ
り
、
そ
の
後
森
捌
屯
雄
(
前
掲
註
(
ロ
〉
〉
も
こ
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。
(
叩
同
)
母
時
の
箔
に
な
る
町
一
一
一
筋
院
家
抄
』
は
文
明
元
年
(
一
間
六
九
)
頃
成
立
、
大
梁
院
の
家
産
機
構
の
全
貌
が
犯
さ
れ
、
そ
の
後
書
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
典
拠
は
、
統
群
訴
判
例
扱
完
成
会
編
吋
史
料
大
成
一
一
一
筒
説
家
抄
』
(
平
文
社
、
一
九
八
一
年
)
。
(
叩
)
『
雑
事
記
恥
康
正
一
一
一
年
八
月
十
日
条
(
初
)
脇
閉
附
子
は
、
寺
内
問
門
跡
が
守
護
権
を
分
割
領
有
す
る
と
い
う
特
殊
性
を
も
っ
た
大
和
陣
内
の
領
主
経
済
の
特
質
に
つ
い
て
、
「
個
別
羽
闘
側
主
的
収
取
形
態
」
と
「
大
和
留
守
護
臓
に
般
拠
を
求
め
る
よ
う
な
公
般
に
よ
る
斌
深
形
態
」
が
併
存
寸
る
こ
と
を
街
摘
し
、
さ
ら
に
前
者
の
京
退
を
後
幻
者
で
補
う
と
い
う
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
(
『
日
本
中
世
商
業
発
達
史
の
研
究
』
(
御
茶
の
水
市
房
、
一
九
六
九
年
)
)
。
(
引
)
こ
の
よ
う
な
公
権
に
よ
る
賦
課
の
う
ち
、
衆
中
に
よ
る
「
一
一
一
党
者
」
の
動
員
が
あ
る
。
衆
中
と
は
、
衆
徒
(
的
兵
)
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
官
符
衆
徒
の
組
織
で
あ
る
。
学
侶
六
万
の
下
で
奈
良
中
の
貸
借
の
裁
判
権
、
徳
政
公
布
権
や
疏
人
4
時
打
の
取
り
締
ま
り
等
の
笑
務
に
当
た
っ
た
一
方
で
、
彼
ら
の
本
質
は
在
地
領
主
で
あ
っ
た
〈
安
田
次
郎
「
興
福
寺
吋
衆
中
隔
に
つ
い
て
ー
そ
の
呪
術
的
側
聞
」
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
一
一
O
編
二
号
人
文
自
然
科
学
問
刷
、
一
九
八
四
年
)
。
「
三
党
」
は
山
田
洋
子
に
よ
り
稿
者
五
ヶ
所
十
陸
の
総
称
と
さ
れ
た
が
(
山
凹
前
掲
詰
(
9
)
)
、
『
奈
良
の
被
援
別
民
衆
史
』
(
前
縄
訪
(
日
)
)
は
そ
れ
を
改
め
非
人
動
員
の
シ
ス
テ
ム
の
名
称
と
解
釈
し
た
。
本
稿
は
後
者
に
従
い
、
さ
ら
に
「
一
一
一
党
者
」
は
衆
中
に
よ
り
動
員
さ
れ
て
い
る
の
で
、
コ
ニ
党
」
を
衆
中
の
非
人
動
員
シ
ス
テ
ム
と
解
釈
し
た
い
。
(n)
こ
こ
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
イ
戸
間
師
の
人
夫
役
が
賃
金
労
働
の
性
格
を
持
つ
こ
と
に
は
、
無
俄
で
あ
る
は
ず
の
「
役
」
が
有
俄
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
な
矛
扇
が
あ
る
が
、
戸
間
師
の
使
役
が
「
人
夫
役
」
と
史
料
上
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
郷
民
統
民
の
人
夫
役
(
釘
金
労
働
で
は
な
い
)
と
並
列
の
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
こ
の
問
題
を
一
先
ず
蕊
絞
き
「
戸
開
聞
の
人
夫
役
」
と
表
現
す
る
。
(
幻
)
石
附
敏
幸
「
興
福
寺
大
乗
院
の
雑
務
臓
に
つ
い
て
」
(
鎌
倉
巡
文
研
究
ニ
二
、
二
O
O八
年
)
に
お
い
て
議
町
期
の
御
後
見
職
(
雑
務
職
)
の
職
務
に
人
夫
の
徴
発
が
あ
る
こ
と
が
百
及
さ
れ
た
。
(M)
「
大
衆
院
寺
社
雑
事
記
紙
時
文
書
」
二
六
一
一
一
。
『
雑
事
記
』
克
正
四
年
間
九
月
1
十
月
の
紙
背
文
治
。
典
拠
は
、
佐
藤
進
一
他
編
吋
図
立
公
文
沼
館
所
蔵
大
衆
院
寺
剖
雑
事
記
紙
符
文
叫
』
第
一
巻
(
勉
誠
出
版
、
一
一
0
0
二
年
)
。
以
下
「
紙
符
」
と
略
。
(
お
)
『
雑
事
一
品
』
文
明
十
一
一
年
間
間
月
三
十
日
条
(
出
品
)
森
末
義
M
W
は
戸
山
附
柴
田
出
内
に
「
ヲ
ト
ナ
大
工
シ
キ
シ
沙
汰
者
・
普
通
の
随
衆
」
な
る
底
分
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
(
前
掲
詮
(
5
)
)
、
松
尾
隅
次
が
そ
れ
を
改
め
、
シ
キ
シ
(
職
事
)
が
沙
汰
者
に
相
当
す
る
と
解
釈
し
た
(
『
中
世
の
都
市
と
非
人
』
(
法
旅
館
、
一
九
九
八
年
)
)
。
(
幻
)
高
橋
供
一
郎
「
鎌
倉
期
若
狭
図
太
良
荘
の
災
失
に
つ
い
て
」
(
官
民
寺
文
役
研
究
会
綱
『
東
寺
文
3
に
見
る
中
昨
日
社
会
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
九
年
)
、
同
「
窓
町
加
京
都
の
労
働
力
」
(
明
中
世
都
市
の
力
京
鎌
倉
と
寺
社
|
』
高
士
山
書
院
、
ニ
O
一
O
年)。
(
お
)
吋
雑
事
記
』
切
応
四
年
正
月
H
一
一
一
日
条
。
こ
の
よ
う
な
人
夫
の
借
用
こ
そ
、
一
乗
院
の
「
個
別
経
附
領
主
約
収
取
形
態
」
の
哀
退
を
「
公
権
に
よ
る
賦
課
形
態
」
で
補
う
(
脇
凹
前
拘
社
(
加
)
)
こ
と
の
例
と
い
え
る
。
(
鈎
)
吋
雑
事
記
』
長
甘
さ
ニ
年
六
月
九
日
条
、
長
享
一
一
一
年
八
月
十
六
日
条
、
山
間
徳
じ
年
九
月
七
日
条
、
他
。
(
初
)
認
祉
事
記
』
究
立
二
年
十
二
月
九
日
条
、
及
び
匁
正
問
問
年
十
月
一
日
条
。
(
引
)
吋
雑
事
記
』
文
明
十
二
年
七
月
H
六
日
条
(
M
M
)
蹴
本
自
国
広
『
日
本
中
世
の
贈
与
と
負
但
』
(
校
倉
当
FJ、
一
九
九
七
年
)
(
幻
)
吋
雑
事
記
』
文
正
元
年
九
月
十
七
日
条
、
十
二
月
二
十
七
日
条
、
他
。
(
剖
)
鈴
木
良
一
『
大
乗
院
寺
社
維
事
記
i
あ
る
門
閥
的
伯
の
没
落
の
記
録
』
(
そ
し
え
て
、
一
九
八
三
年
)
(
お
)
向
山
有
紀
「
中
世
の
慈
思
会
」
(
吋
儀
礼
に
み
る
日
本
の
仏
教
i
東
大
寺
興
稲
寺
薬
師
寺
』
法
旅
館
、
ニ
O
O
一
年
)
、
安
岡
次
郎
句
寺
社
と
芸
能
の
中
世
』
(
山
川
出
版
社
、
ニ
O
O九
年
)
(
部
)
尾
崎
前
掲
誌
(
日
)
(
幻
)
森
間
前
仰
向
討
(
は
)
(
叩
品
)
刊
雑
事
記
』
文
明
九
年
十
一
月
十
二
日
条
、
文
明
十
一
月
年
十
月
七
日
条
、
文
明
十
二
年
五
月
十
四
日
条
、
永
証
一
一
一
年
八
月
廿
八
日
条
。
24 
(
ぬ
)
『
雑
事
記
』
文
明
八
年
五
月
六
日
条
(
相
)
『
雑
事
記
』
文
正
一
一
年
二
月
六
日
条
(
引
)
川
嶋
前
仰
向
設
(
7
)
の
他
、
脇
田
附
子
は
東
寺
散
所
の
例
を
援
用
し
な
が
ら
、
礼
銭
を
払
っ
て
興
行
を
保
附
し
て
も
ら
う
よ
う
な
議
能
興
行
権
(
館
染
独
占
権
)
と
解
釈
し
た
(
明
日
本
中
世
被
差
別
民
の
研
究
』
(
岩
波
市
出
版
、
一
一
O
O二
年
)
)
。
(
位
)
吋
雑
事
記
』
党
正
一
ニ
年
九
月
H
八
日
条
(
必
)
吋
雑
事
守
山
』
党
正
一
一
一
年
l
九
月
晦
日
条
(
判
)
吋
雑
事
記
』
党
正
一
一
一
年
l
十
月
七
日
条
(
江
川
)
川
嶋
前
掲
註
〈
7
)
(
必
)
森
田
前
倒
抑
制
出
(
ロ
)
(
灯
)
吋
雑
事
記
』
文
也
元
年
五
月
H
六
日
条
(
必
)
安
田
次
郎
吋
I
中
世
の
奈
良
部
市
民
と
寺
践
の
支
配
』
(
士
山
別
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
)
(
柏
)
判
維
事
記
』
文
明
十
年
六
月
二
十
七
日
条
(
印
)
吋
雑
事
記
』
文
明
十
年
七
月
十
日
条
(
日
)
吋
雑
事
記
』
文
明
五
年
十
一
一
月
日
日
条
(
臼
)
吋
雑
事
記
』
覚
疋
一
一
一
年
五
月
五
日
条
(
日
)
「
紙
背
」
八
七
三
。
時
雑
事
記
恥
究
正
四
年
正
月
1
一
一
一
月
の
紙
符
文
書
。
(
日
)
森
田
前
仰
向
(
は
)
。
偲
し
森
田
の
引
用
は
差
出
所
に
誤
字
が
あ
り
根
本
的
な
解
釈
を
誤
っ
て
い
る
。
(
日
)
『
雑
事
記
』
延
徳
二
年
四
月
二
十
六
日
糸
、
「
東
続
年
中
行
事
一
J
山
」
文
明
一
一
一
年
一
一
一
月
十
五
日
条
(
奈
良
県
立
同
和
問
題
関
係
史
料
ピ
ン
ク
i
編
『
大
和
図
中
枇
被
援
別
民
関
係
史
料
』
(
奈
良
県
教
育
委
員
会
、
ニ
O
O五
年
)
所
収
。
)
(
日
)
尾
崎
前
掲
詰
(
印
)
、
一
九
八
九
年
。
尾
崎
は
文
明
十
一
年
に
死
去
し
た
戸
間
師
切
覚
が
【
史
料
十
一
】
を
境
に
再
び
登
場
す
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
文
明
十
一
年
三
間
七
九
)
悶
九
月
九
日
条
に
「
去
じ
日
芝
辻
子
明
党
法
師
入
滅
了
、
石
倉
井
之
名
人
也
、
」
と
あ
り
戸
開
制
明
党
は
死
去
し
た
が
、
確
か
に
延
徳
年
間
以
降
度
々
「
明
覚
」
が
登
場
サ
る
。
延
徳
一
一
一
年
(
一
四
九
一
)
正
月
間
日
条
に
「
閲
覧
陀
沙
門
持
参
」
と
あ
り
、
前
年
正
月
四
日
の
「
石
館
大
工
十
座
物
処
沙
門
持
参
」
(
註
(
貯
)
)
及
び
【
史
料
十
一
】
を
合
わ
せ
る
と
、
門
史
料
十
一
】
が
契
機
で
あ
る
と
は
証
明
で
き
な
い
も
の
の
大
工
の
三
郎
次
郎
が
明
究
を
襲
名
し
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
。
(
幻
)
大
河
直
拐
『
需
匠
』
(
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
一
年
)
(
鴎
)
市
抑
留
前
回
向
註
(
ロ
)
(
印
)
吋
一
一
一
筒
院
家
抄
』
「
雑
務
年
中
訓
進
」
正
月
元
日
の
項
。
数
「
航
行
」
は
戸
間
獅
と
同
義
で
あ
る
。
(
印
)
怠
脚
本
記
』
延
徳
二
年
正
月
間
日
条
(
引
)
山
村
雅
史
「
中
世
奈
良
の
河
原
者
一
考
岩
丹
川
河
原
者
を
主
題
材
と
し
て
」
〈
奈
良
県
立
問
和
問
題
関
係
史
料
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
九
号
、
ニ
0
0一一一年)
(
印
)
門
雑
事
記
』
文
明
十
一
年
凶
九
月
十
七
日
条
、
十
一
月
一
日
条
日
、
文
明
十
三
年
八
月
甘
六
日
条
、
他
。
(
臼
)
そ
の
際
に
衆
中
が
利
聞
出
し
た
の
が
門
史
料
五
〕
の
よ
う
に
「
一
ニ
党
者
」
を
動
員
す
る
権
限
で
あ
ろ
う
(
副
(
引
)
参
照
)
。
(
似
)
桜
井
英
治
「
中
世
職
人
の
経
営
独
占
と
そ
の
解
体
」
(
明
日
本
中
世
の
経
済
構
造
』
出
石
波
4
川
訂
版
、
一
九
九
六
年
。
初
出
一
九
八
七
年
。
)
(
出
)
本
稿
【
史
料
一
】
に
登
鳴
す
る
コ
一
一
棟
方
人
夫
役
」
が
鍵
と
な
ろ
う
。
門
付
記
〕
本
摘
の
作
成
に
あ
た
り
、
奈
良
県
立
同
和
問
題
関
係
史
料
セ
ン
タ
ー
の
井
凋
康
時
氏
、
奥
本
武
椛
氏
よ
り
殺
汲
な
助
雷
と
激
励
の
言
葉
を
賜
り
、
ま
た
悶
研
究
所
の
多
年
の
研
究
の
集
大
成
で
あ
る
吋
奈
良
の
被
差
別
民
衆
史
』
及
び
『
大
和
国
中
昨
日
被
援
別
民
間
係
史
料
』
を
頂
い
た
。
末
怨
な
が
ら
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
